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たかがい恵美子参議院議員が 

文教科学委員会で質問 
 

３月３０日、たかがい恵美子参議院議員が、参議院文教科学委員会で「公立義務教育諸

学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律の一部を改正する法律案について」

の質問に立ちました。 

冒頭に、萩生田光一文部科学省大臣に対し、国民の学びへの関心の発揚とこれからの

学校教育に寄せる思いを問いました。このあとのいくつかの中で、長期的展望に立った地

域づくりやコミュニティスクールの推進に関する文科省の取組について、①義務教育におけ

るスクールカウンセラー、学校看護師、学校栄養士など、心と身体のメンテナンスに携わる

人材の専従配置、②命の安全と衛生に関する教育の充実、③地域内の訪問看護事業所

や助産所と連携した相談支援の状況に関して質問を行いました。 

そのほかの主な質問は以下の通りです。 

 

● 少人数制教育のメリットを活かすこと、少人数教育の効果検証の進め方 

● ICTを活用した多様な学び方と教育人材の配置促進 

● 外国籍の子供に対する日本語教育の普及と専科教員の資格 

● スキルアップ・専門的技術を深化させる教員研修のありかた 

 
＊参議院文教科学委員会での質問の様子は 、参議院イ ン ターネ ッ ト 審議中継 

(https://www.webtv.sangiin.go.jp/webtv/index.php)のビデオライブラリーからご覧いただけます。 

 

 

レポート：COVID-19に対して、都道府県

看護連盟はどのように動いたか［5］ 
 

COVID-19 の最前線で懸命に患者の治療・支援に取り組む看護職たちをサポートするた

め、都道府県看護連盟は、行政や地方議員に働きかけてきました。 

２０２０年７、８月に紹介できなかった各県看護連盟の活動の記録を紹介します。 
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（３５）県知事・県議会・市議会等に要望書提出＆ 

連盟会員施設への実態調査を行い、感染防護具を配布する 
【神奈川県看護連盟】 

令和２年３月、「聞き取り調査」を実施。結果を看護職国会議員に報告するとともに、不足

のサージカルマスクを１０病院に配布。 

４～５月、医療用防護具・薬品の十分な供給体制の確保、医療従事者への支援及び看護

職の危険手当の支給、妊娠中の看護職員の代替職員の確保を看護協会と共に県知事・県

議会議長・自民党県連・自民党横浜市会議員団・自民党横浜市支部連合会に要望書を提

出。県議会において、６月補正予算で医療従事者の宿泊費の補助が付いた。 

７月、「COVID-19実態調査」を１６２施設、８月、訪問看護ステーション２８０施設を追加で

実態調査。９月、調査結果より、KN95マスクを各施設に追加で配布。 

１１月、スタージュエリーよりジュエリー１，０００点を預かり、重症・中等症を受け入れてい

る１３施設に配布。配布の様子は TV で放映された。１２月、企業や私学保護者会などから

の提供により、訪問看護ステーション７７施設へ N95マスクを配布。 

 

（３６）県知事、自民党滋賀県連に要望書を提出 

【滋賀県看護連盟】 

三日月知事に、コロナウイルス感染症関連の補正予算に向けた要望書を提出（２０２０年

６月９日）：①医療機関（病院・診療所を含む）に従事する看護職（保健師・助産師・看護師・

准看護師）に対して一 律の危険手当を支給されたい。②看護師等養成機関に対する臨地

実習をはじめとする教育的対応に支援をお願いしたい。③滋賀県看護協会に対する滋賀

県委託事業の実施について早急に検討されたい。 

自民党滋賀県連に滋賀県看護協会長とともに要望書を提出（２０２０年７月２８日）；①看

護職の需給計画に基づき、県内就業看護職員の養成及び県内就業の推進、② 妊婦及び

その家族が安心安全な出産を迎える体制整備及び助産師の確保推進、県内どの市町に

おいても産後ケア ・産後健診が受けられる体制の整備、③在宅療養者を支える訪問看護

に従事する看護職員の確保推進のための支援、④新型コロナウイルス感染症対応への継

続的支援。 

また、県下の各施設を訪問し（７～９月）、コロナ禍における各施設の課題と要望を把握

した。 
 
（３７）看護協会と共に情報を共有し、現場の課題解決のために行動 
【広島県看護連盟】 

①広島県知事・県議会議長・広島市長・市議会議長に直接危険手当を要望（４月末臨時

議会において予算成立）。②県選出国会議員８名に要望書提出。③連盟会員施設に対し

てコロナウイルス感染症対策に関するアンケート実施。県議会議長・県健康福祉局長に直

接アンケート結果の内容と医療従事者の現状を説明（必要物品の配布）。④８月、県看護

協会と共催でコロナ第３波に向けて看護管理者を対象に研修会を開催。⑤県内クラスター

発生施設への支援。⑥宿泊療養施設における看護職の確保について看護協会と協働で施

設への派遣依頼。⑦国のコロナに関する施策について、看護協会と共にタイムリ―に情報

提供し、予算を有効に活用できるよう支援。⑧その他：東洋羽毛よりマスク２５,０００枚、「駄

菓子で世界を笑顔にする会」より駄菓子２０,０００個を預かり、会員施設に配布。 


